
資料１
２０１２年度活動報告 

① 第１４回 日本安全保障貿易学会研究大会 

第 14回日本安全保障貿易学会研究大会は、約 60名の参加者を得て 2012年 9月 15日（土）

に慶應義塾大学で開催された。今回は午前の自由論題セッションの応募はなく、テーマセ

ッションのみで開催された。 

第１セッションでは、「1540 決議を軸にした輸出管理」と題し、国連決議 1540 につい

てこれまでと違った観点からの分析を行った。1540 決議のテロ対策の側面を報告した後、

輸出における防波堤の役を果たす税関の活動、また、これまで海上輸送の観点から SUA 条

約は議論されてきたが、2010 年北京条約（空版 SUA 条約）に関しての意義などの報告が

あった。1540 決議に関してはこれまで PSI などの観点から当学会でも討議されてきたが、

時間が経過したこともあり、また、1540 委員会はテロがなくならない限り 2020 年以降も

続くのではないかと思えることもあり、テーマとして取り上げた。新たな観点の報告でも

あり、フロアからの真剣な質疑があり、有意義な報告であった。 

第 2 セッションでは「トルコの輸出管理」を取り上げた。これまで中国、イランなどを

取り上げてきたが、欧州、中東、アフリカ、CIS 諸国と交わる位置にあり、経済の成長と

共に外交的にもその存在感を増しており、ビジネスや輸出管理の面でも重要性が増してい

るこの地域の要としてのトルコをテーマとした。イラン・シリアに対する商流としても、

近年はトルコの重要性が増している。 

トルコの輸出管理法体系の解説の後、主に経済成長の面から見たトルコの外交・政治の

分析の報告があった。その後、トルコ大使館の参事官からイラン、シリアに対するトルコ

政府の対応等につき報告があった。トルコは近年輸出に関する重要度が増しており、輸出

管理の実務者にとっても非常に関心が高いテーマであった。 

二つのテーマセッションでは、それぞれ現時点で関心の高いテーマであり、産官学のそ

れぞれの側面からの分析が報告され、フロアからも活発な質問・意見が出され有益な研究

大会であった。 

2012 年 9 月 

日本安全保障貿易学会 会長 青木 節子 
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青木会長 挨拶  
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日本安全保障貿易学会 第１４回研究大会プログラム 
日時：２０１２年９月１５日（土） 

１３：００～１５：００ 第１セッション 

１５：１５～１７：１５ 第２セッション 

会場：慶應義塾大学 三田キャンパス 東館８Ｆ 大会議室 

============================================================================ 

第１セッション：「1540決議を軸にした輸出管理」   １３：００～１５：００ 

報告者：宮坂 直史氏（防衛大学校教授） 

「1540決議のテロ対策上の意義」 

報告者：柴生田 敦夫 氏（前 財務省） 

「安保理決議 1540 号に対する税関の対応」 

報告者：福井 康人氏（南山大学） 

「国際航空保安条約と不拡散 

－2010年北京条約の場合－」 

司会討論者：浅田 正彦氏（京都大学） 

================================================================================ 

第２セッション：「トルコの輸出管理」        １５：１５～１７：１５ 

報告者：福井 誠司氏（日本電気㈱） 

「トルコの輸出管理制度概要」 

報告者：間寧（ハザマ・ヤスシ）氏（JETROアジア経済研究所地域研究センタ

ー中東研究グループ長） 

「公正発展党（AKP）政権下のトルコ政治経済情勢」 

報告者：Mr.Can Aygun （トルコ大使館 参事官） 

「The current Turkish policy towards Iran and Syria」 

討論者兼司会：利光 尚氏（一般財団法人 安全保障貿易情報センター） 
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会場風景 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１セッション：「1540 決議を軸にした輸出管理」 

左より  浅田 正彦氏、宮坂 直史氏、柴生田 敦夫氏、福井 康人氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２セッション：「トルコの輸出管理」 

左より   利光 尚氏、福井 誠司氏、間 寧氏、Can Aygun 氏 
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②第１５回 日本安全保障貿易学会研究大会 

 第 15回日本安全保障貿易学会研究大会は、約 50名の参加者を得て 2013年 3月 2日（土）

に同志社大学で開催された。今回は午前の自由論題セッションの応募はなく、テーマセッ

ションのみで開催された。 

第１セッションでは、「日本の安全保障貿易管理の中長期的課題」と題し、輸出管理に

関する産業界の抱えている種々の問題を正面から捉え、これに対する解を探っていくこと

とした。現在の輸出管理に関する法体系は分りにくく、該非判定ありき、が前提となって

いるが、本来の輸出管理はエンドユースを重視する方向に行くべきであり、わかりやすい

法体系が必須となっているとの提案が押田会員よりあった。更にこれを実施する企業の立

場から中野氏より報告があった。該非判定優先主義から取引(先)優先主義への転換の提案を

行うと共にリスト規制の限界に関しても考察を行った。企業としては毎日の業務に直接影

響するテーマであり、フロアからの真剣な質疑があり、有意義な報告であった。 

第 2 セッションでは「産業安全保障をめぐる諸問題」を取り上げた。輸出管理と外資規

制、更に M&A や退職者を通じたビジネスに絡んだ技術流出などに関し、鳥瞰的なアプロー

チによる分析が村山会員よりあった。更に防衛産業の問題、経済分野にとどまらず安全保

障にまで及ぶ中国に対する技術流出の問題、留学生・大学等の諸問題に対する考察があり、

この解の一つとして、リスク管理を考慮したビジネススクールモデルの紹介があった。ま

た、「現下の米中関係と投資規制」と題し、M&A による優秀な日本企業及び傘下企業の技

術流出の問題提起が栗原氏よりあった。直接投資では米中両国が群を抜いているが、特に

中国の軍事・エネルギーなども含む経済発展に注目し中国の対外投資に対する考察が行わ

れた。 

二つのテーマセッションでは、それぞれ現時点で関心の高いテーマであり、産学のそれ

ぞれの側面からの分析が報告され、フロアからも活発な質問・意見が出され有益な研究大

会であった。 

2013 年 3 月 

日本安全保障貿易学会 会長 青木 節子 
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青木会長 挨拶  

 

 

 

 

 



日本安全保障貿易学会 第１５回研究大会プログラム 
日時：２０１３年３月２日（土） 

１３：００～１４：３０ 第１セッション「日本の安全保障貿易管理の中長期的課題」 

１４：４５～１６：１５ 第２セッション「産業安全保障をめぐる諸問題」 

会場：同志社大学 室町キャンパス 寒梅館 ２１１号室 

============================================================================ 

第１セッション：＜日本の安全保障貿易管理の中長期的課題＞１３：００～１４：３０ 

報告者：押田 努氏（一般財団法人 安全保障貿易情報センター） 

「安全保障輸出管理法体系の再構築に向けた視点」 

報告者：中野 雅之氏（キヤノン株式会社） 

「企業における安全保障貿易管理の実際、疑問点」 

司会討論者：宗行 伸太郎氏（日本機械輸出組合） 

 

第２セッション：＜産業安全保障をめぐる諸問題＞    １４：４５～１６：１５ 

報告者：村山 裕三氏（同志社大学） 

「鳥瞰的アプローチから考える産業安全保障問題」 

報告者：栗原 潤氏（キヤノングローバル戦略研究所） 

「現下の米中関係と投資規制」 

司会討論者：山本 武彦氏（早稲田大学） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会場風景 
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第１セッション：「日本の安全保障貿易管理の中長期的課題」 

左より  宗行 伸太郎氏、中野 雅之氏、押田 努氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２セッション：「産業安全保障をめぐる諸問題」 

左より   山本 武彦氏、栗原 潤氏、村山 裕三氏 
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